
　

１
９
９
９
年
、
中
国
返
還
に
よ
り
４
世
紀

に
も
及
ん
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
マ
カ
オ
統

治
が
終
わ
っ
た
。

　

珠
江
河
口
の
西
に
位
置
す
る
マ
カ
オ
は
、

広
東
省
珠
海
市
に
続
く
半
島
と
タ
イ
パ
、
コ

ロ
ア
ン
の
２
つ
の
島
か
ら
な
る
。
総
面
積
は

27
・
３
平
方
キ
ロ
。
人
口
約
45
万
人
の
95
％

を
中
国
人
が
占
め
る
。
マ
カ
オ
の
顔
と
い
え

ば
、
昔
な
が
ら
の
中
国
人
文
化
が
息
づ
く
古

廟
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
南
欧
情
緒
あ
ふ
れ
る

教
会
建
築
や
石
畳
。
そ
し
て
、も
う
一
つ「
東

洋
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」
と
し
て
の
顔
も
持
つ
。

　

返
還
後
し
ば
ら
く
は
、
よ
く
も
悪
く
も
、

マ
カ
オ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
訪
れ
る
者
を

魅
了
す
る
古
き
良
き
街
並
み
も
カ
ジ
ノ
も

残
っ
た
が
、
精
彩
を
欠
く
経
済
状
況
も
そ
の

ま
ま
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
マ
カ
オ
は

大
き
く
動
い
て
い
た
。
米
系
カ
ジ
ノ
上
陸
、

大
陸
中
国
人
観
光
客
の
急
増
、
続
く
ホ
テ

ル
建
設
、
再
開
発
。
街
が
変
貌
す
る
前
に
、

目
に
焼
き
つ
け
て
お
か
な
れ
ば̶

̶

そ
ん

な
思
い
に
か
ら
れ
、
マ
カ
オ
を
歩
い
た
。
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「
愛
鳥
家
」
の
た
ま
り
場

　
マ
カ
オ
半
島
西
の
港
湾
地
区
。
大
通
り
の

罅
些
喇
提
督
大
馬
路
に
は
、
倉
庫
や
工
業

ビ
ル
、生
活
雑
貨
店
、食
堂
な
ど
が
連
な
る
。

そ
の
中
ほ
ど
に
あ
る
紅
街
市
は
、
１
９
３
６

年
建
築
の
マ
カ
オ
最
古
の
小
売
市
場
。
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
の
外
観
に
貫
禄
が
漂
う
。

　

紅
街
市
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
、
龍

華
茶
楼
が
あ
る
。
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
小
さ

な
タ
イ
ル
で
飾
っ
た
壁
や
床
、
あ
る
い
は
木

製
の
ボ
ッ
ク
ス
型
テ
ー
ブ
ル
、
天
井
で
静
か

に
回
る
フ
ァ
ン
。
華
南
の
中
国
茶
室
然
た
る

造
り
は
、
現
主
人
、
何
明
徳
さ
ん
の
父
親
が

１
９
６
２
年
に
創
業
し
て
以
来
の
も
の
だ
。

　

朝
８
時
。
タ
イ
ル
張
り
の
階
段
を
席
が

あ
る
２
階
へ
上
る
と
、
小
鳥
を
伴
っ
た
男
た

ち
が
窓
際
の
席
に
陣
取
り
、
朝
の
飲
茶
を

楽
し
ん
で
い
た
。
愛
鳥
を
入
れ
た
か
ご
は
窓

に
か
け
、
そ
の
歌
声
を
聞
き
な
が
ら
、
お
茶

と
点
心
を
味
わ
う̶

̶

そ
れ
が
彼
ら
の
日

課
な
の
だ
。「
現
役
組
」は
小
一
時
間
も
座
っ

て
仕
事
に
向
か
い
、悠
々
自
適
の
「
引
退
組
」

は
ゆ
っ
く
り
と
２
時
間
は
ね
ば
る
。

　
「
毎
朝
、
こ
こ
で
お
茶
を
飲
ん
で
か
ら
出

勤
」
と
話
す
の
は
46
歳
の
公
務
員
男
性
。
鳥

か
ご
は
持
た
な
い
が
、
茶
器
と
茶
葉
は
、
店

に
自
前
を
キ
ー
プ
す
る
。「
居
心
地
が
良
い
。

冷
房
は
な
い
け
れ
ど
、
風
が
通
る
し
、
小
鳥

の
声
は
心
が
休
ま
る
。
こ
こ
で
の
飲
茶
を
１

日
で
も
欠
か
す
と
、
落
ち
着
か
な
い
ん
だ
」。

　

通
勤
の
あ
わ
た
だ
し
さ
と
は
無
縁
の
空

間
。
こ
う
し
た
の
ん
び
り
し
た
場
所
を
探
す

の
は
、
マ
カ
オ
で
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
教
会
や
寺
院
、
公
園
は
も
ち
ろ
ん
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
や
中
華
の
レ
ス
ト
ラ
ン
さ

え
も
、
家
族
経
営
の
小
さ
な
店
が
多
い
か
ら

か
、
そ
の
一
隅
に
腰
を
下
ろ
せ
ば
ほ
っ
と
落

ち
着
く
。
マ
カ
オ
中
国
人
の
人
当
た
り
の
や

わ
ら
か
さ
は
、
だ
れ
も
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ

だ
。
街
を
作
る
の
が
人
だ
と
す
れ
ば
、
街
が

穏
や
か
な
の
は
必
然
か
も
し
れ
な
い
。

　

土
着
中
国
人
の
人
柄
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文

化
に
よ
る
影
響
な
の
か
、
生
来
の
も
の
な
の

か
は
分
か
ら
な
い
。
確
か
な
の
は
、
喧
噪
に

疲
れ
た
我
が
身
が
、そ
れ
に
よ
っ
て
な
ご
み
、

い
や
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

従
業
員
40
人
が
４
人
に

　

龍
華
茶
楼
を
初
め
て
訪
れ
た
あ
る
日
、
時

計
の
針
は
午
後
１
時
半
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

も
う
す
ぐ
閉
店
。
主
人
の
何
さ
ん
は
、「
料

理
の
注
文
を
し
め
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
昼
は
食

べ
た
？　

麺
く
ら
い
だ
っ
た
ら
で
き
る
よ
」

と
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
き
い
た
。「
食
事

は
す
み
ま
し
た
。
寿
眉
茶
を
く
だ
さ
い
」
と

所
望
す
る
と
、
老
店
員
が
茶
を
出
し
て
く
れ

た
。
せ
か
さ
れ
な
い
こ
と
を
い
い
こ
と
に
、

ず
う
ず
う
し
く
急
須
に
湯
を
足
し
て
も
ら

い
、
街
歩
き
で
疲
れ
た
脚
を
休
め
た
。
さ
て

お
茶
代
を
と
払
お
う
と
す
る
と
、
何
さ
ん
が

手
を
横
に
振
る
。「
い
い
か
ら
。
ま
た
、
来

て
よ
」。
嬉
し
か
っ
た
。
マ
カ
オ
の
心
地
よ

さ
が
し
み
た
。

　
「
う
ち
の
よ
う
な
旧
式
の
中
国
茶
室
は
絶

滅
寸
前
」
と
何
さ
ん
は
言
う
。
古
く
か
ら

中
国
人
が
住
む
こ
の
界
隈
に
は
、
か
つ
て
同

様
の
茶
楼
が
数
件
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
龍
華

の
み
。
60
、
70
年
代
は
、
結
婚
披
露
宴
の

会
場
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
３
階

の
厨
房
は
、
宴
会
料
理
を
作
る
に
十
分
な
、

設
備
と
広
さ
を
備
え
て
い
る
の
だ
。
当
時
、

従
業
員
は
40
人
を
超
え
た
。
現
在
は
、
何

さ
ん
夫
婦
を
含
め
わ
ず
か
４
人
。
鳥
か
ご
を

ぶ
ら
さ
げ
て
通
う
常
連
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
一
律
７
パ
タ
カ
の
点
心
は
、
売
れ
残
り
を

避
け
る
た
め
、５
〜
６
種
類
し
か
出
さ
な
い
。

ほ
か
は
注
文
を
受
け
て
作
る
麺
や
か
け
飯
。

「
腕
の
い
い
料
理
人
を
雇
い
看
板
料
理
を
出

せ
ば
、
息
を
吹
き
返
す
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
」
と
、
何
さ
ん
の
幼
な
じ
み
と
い
う
男
性

客
。
そ
ば
に
い
た
何
さ
ん
は
、
困
っ
た
よ
う

▲素朴に旨い点心。保温カートから自分で取り、勘定は自己申告

▼龍華茶楼。提督市北街 3号　電話：+853 574456
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な
顔
を
し
て
、
無
言
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
と

い
え
ば
、
人
気
店
と
な
っ
て
満
員
御
礼
状
態

の
龍
華
茶
楼
を
想
像
し
て
み
た
が
、
と
う
と

う
「
実
像
」
を
結
ば
な
か
っ
た
。

神
の
街
、
マ
カ
オ

　
一
度
で
も
マ
カ
オ
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

人
な
ら
、
セ
ナ
ド
広
場
を
「
マ
カ
オ
で
最
も

美
し
い
場
所
」
と
説
明
す
る
こ
と
に
、
異
議

は
な
い
は
ず
だ
。

　

白
と
黒
が
ゆ
る
や
か
な
波
模
様
を
描
く

石
畳
の
中
央
に
は
円
形
の
噴
水
池
。
そ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
に
、
18
世
紀
か
ら
20
世
紀

前
半
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
、
コ
ロ
ニ
ア
ル

建
築
が
並
ぶ
。
で
き
す
ぎ
た
風
景
を
目
の
あ

た
り
に
し
て
、
思
わ
ず
た
め
息
が
も
れ
る
。

　

セ
ナ
ド
広
場
の
名
は
、
目
抜
き
通
り
、
亜

美
打
利
庇
盧
大
馬
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
の

民
政
総
署
大
楼
（
旧
・
市
政
庁
）
に
由
来

す
る
。
も
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
居
留
が
始

ま
っ
た
16
世
紀
半
ば
、
中
国
政
府
の
官
吏

が
出
向
き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
代
表
に
通
達
を

行
う
た
め
の
「
議
事
亭
」
が
あ
っ
た
。
後
に
、

広
場
一
帯
の
土
地
を
購
入
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
が
１
７
８
４
年
に
、
セ
ナ
ド
、
つ
ま
り
議

事
堂
を
建
築
し
た
。

　

マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ら
は
入
植
当

初
か
ら
議
会
を
作
っ
て
自
治
を
行
い
、
本

国
が
派
遣
す
る
総
督
と
衝
突
す
る
こ
と
も

多
か
っ
た
。
そ
の
気
概
が
筋
金
入
り
だ
っ

た
の
か
、
本
国
が
ス
ペ
イ
ン
に
併
合
さ
れ
た

１
５
８
０
年
か
ら
60
年
間
、
マ
カ
オ
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
領
と
し
て
存
続
し
た
。
１
６
４
０
年

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
復
興
を
宣
言
し
た
国
王

ジ
ョ
ア
ン
４
世
は
、
マ
カ
オ
を
讃
え
、「
神

の
街
、
マ
カ
オ
。
こ
れ
ほ
ど
忠
節
な
者
は
な

い
」
と
の
言
葉
を
授
け
る
。
そ
の
文
字
は
木

板
に
刻
ま
れ
、
議
事
堂
内
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　

議
事
堂
は
植
民
地
マ
カ
オ
の
象
徴
だ
っ
た

の
だ
。
そ
の
周
囲
に
政
府
機
関
や
教
会
、
民

間
組
織
が
集
ま
り
、
一
帯
は
文
字
ど
お
り
の

都
市
中
枢
と
な
っ
て
い
っ
た
。
半
島
を
横
に

貫
く
亜
美
打
利
庇
盧
大
馬
路
が
開
通
し
た

の
は
、
１
９
１
５
年
だ
。

　

セ
ナ
ド
広
場
に
向
か
っ
て
右
手
に
見
え
る

白
亜
の
ビ
ル
は
、
仁
慈
堂
大
楼
（
＝
表
紙
写

真
）。
仁
慈
堂
は
１
５
６
９
年
に
マ
カ
オ
で

創
立
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
慈
善
組
織
。
初

代
ビ
ル
は
18
世
紀
半
ば
に
建
設
さ
れ
、
19
世

紀
と
20
世
紀
初
め
の
２
度
の
改
築
を
経
て

い
る
。
仁
慈
堂
の
手
前
に
は
１
９
２
９
年
建

築
の
郵
政
局
大
廈
が
あ
る
。
そ
の
威
厳
に
満

ち
た
古
典
主
義
建
築
は
、
広
場
で
も
際
立
っ

た
存
在
だ
。

　

ク
リ
ー
ム
色
や
芥
子
色
の
可
憐
な
建
物

を
両
手
に
見
て
、
広
場
を
奥
に
進
む
と
、
左

側
に
現
れ
る
の
が
、
マ
カ
オ
で
最
も
古
い
教

会
の
一
つ
、
聖
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
だ
。
マ
リ
ア

を
崇
拝
す
る
た
め
、
中
国
語
で
は
聖
母-

堂
。

ま
た
、
中
国
語
の
別
名
で
あ
る
板
樟
堂

は
、
１
５
８
７
年
に
ド
ミ
ン
ゴ
修
道
会
の
宣

教
師
が
創
建
し
た
当
時
、
木
造
だ
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
い
う
。
１
８
２
８
年
に
現
在

の
姿
に
な
り
、
１
９
９
７
年
の
大
改
修
で
往

時
の
美
し
さ
を
取
り
戻
し
た
。
２
階
か
ら
４

階
鐘
楼
ま
で
を
利
用
し
た
聖
物
宝
庫
博
物

館
も
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

　

マ
カ
オ
は
世
界
有
数
の
教
会
密
度
を
誇

る
と
い
わ
れ
る
。
主
な
教
会
だ
け
で
20
近
く

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ト
リ
ッ
ク
系
。

セ
ナ
ド
広
場
の
周
囲
に
は
、
大
聖
堂
、
聖
ア

ン
ソ
ニ
ー
教
会
、聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
教
会
、

聖
ジ
ョ
セ
フ
修
道
院
な
ど
と
集
中
し
、
教
会

め
ぐ
り
も
思
い
の
ま
ま
だ
。

最
後
の
砦

　

セ
ナ
ド
広
場
に
立
ち
、
西
洋
建
築
に
囲
ま

れ
て
い
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
統
治
が
５
年
も

前
に
終
焉
し
た
こ
と
を
忘
れ
そ
う
に
な
る
。

だ
が
、
返
還
で
去
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
数

百
人
と
も
、
数
千
人
と
も
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
事
実
を
思
い
出
す
場
所
が
、
カ
ジ
ノ

で
知
ら
れ
る
リ
ス
ボ
ア
ホ
テ
ル
の
ほ
ど
近
く

に
あ
る
。
マ
カ
オ
・
ミ
リ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
だ
。

駐
留
ポ
ル
ト
ガ
ル
陸
軍
将
校
ら
が
設
立
し
、

70
年
代
の
軍
撤
収
後
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を

中
心
に
し
た
会
員
制
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
。
１

階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
一
般
に
開
放
さ
れ
、
伝

統
的
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
を
供
す
る
。

　

２
年
前
、
会
員
専
用
と
知
ら
ず
に
地
階

バ
ー
に
入
り
、
き
び
す
を
返
そ
う
と
し
た
私

を
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
い
ん
ぎ
ん
に
引
き
止

め
た
。「
ほ
か
に
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
し
、
ビ
ー
ル
で
も
い
か
が
で
す

か
」。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
街
を
去
り
、
バ
ー

は
静
か
に
な
っ
た
。
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
返
還

前
が
懐
か
し
い
…
バ
ー
テ
ン
は
話
し
相
手
が

ほ
し
か
っ
た
の
か
、
饒
舌
だ
っ
た
。
生
ビ
ー

ル
を
２
杯
飲
み
、
バ
ー
を
出
た
の
が
夜
８
時

過
ぎ
。と
う
と
う
客
は
入
っ
て
来
な
か
っ
た
。

　

１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
現
在
で
も
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
姿
が
目
立
つ
。「
い
ま
で
も
、
昼

の
お
客
さ
ま
の
半
分
以
上
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

民政総署大楼の中庭。15世紀末、ポルトガルがスペインと地球を分けた「教皇境界線」を記念するモニュメントが残る

郵政局大廈

ミリタリークラブ

セナド広場を囲むパステルカラーの建築群。裏手のブ
ルーのビルは1928年建築の新中央ホテル
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で
す
」
と
、
返
還
の
４
年
前
に
こ
の
仕
事
に

つ
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
給
仕
長
の
ジ
ョ
リ
ー

ト
・
ル
イ
ズ
さ
ん
。
シ
ェ
フ
も
２
年
前
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
か
わ
っ
た
が
、
前
任
者
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
技

術
を
引
き
継
い
だ
か
ら
大
丈
夫
、
と
話
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
が
残
し
た「
最
後
の
砦
」も
、

変
化
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
勢
の
進
出

　

２
０
０
２
年
は
、
マ
カ
オ
に
と
っ
て
大
き

な
転
換
の
年
と
な
っ
た
。
カ
ジ
ノ
王
・
何
鴻

氏
率
い
る
澳
門
旅
遊
娯
楽
公
司
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ

Ｍ
、
現
在
の
業
務
統
率
は
子
会
社
の
澳
門
博

股

有
限
公
司
＝
Ｓ
Ｊ
Ｍ
）
が
独
占
し
て
き

た
賭
博
産
業
が
、
40
年
ぶ
り
に
開
放
さ
れ
た

の
だ
。
作
業
の
中
で
、
何
氏
と
マ
カ
オ
特
別

行
政
区
政
府
の
ト
ッ
プ
、
何
厚

・
行
政
長

官
の
対
立
が
伝
え
ら
れ
も
し
た
が
、
何
長
官

は
こ
の
「
難
業
」
を
実
現
し
て
み
せ
た
。

　

世
界
中
か
ら
、
20
社
を
超
え
る
企
業
が

投
資
計
画
を
携
え
て
カ
ジ
ノ
経
営
を
申
請
。

政
府
の
審
査
を
経
て
、
ま
ず
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
ベ
ネ
チ
ア
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
カ
ジ

ノ
で
知
ら
れ
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ
、
や

は
り
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
カ
ジ
ノ
・
ホ
テ
ル
を
経

営
す
る
ウ
ィ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
、
香
港
資
本
の

銀
河
娯
楽
渡
假
が
参
入
を
許
さ
れ
た
。

　

今
年
５
月
、
カ
ジ
ノ
参
入
組
の
ト
ッ
プ
を

切
り
、
サ
ン
ズ
・
マ
カ
オ
が
マ
ン
ダ
リ
ン
・

オ
リ
エ
ン
タ
ル
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
２
カ

月
後
の
７
月
に
は
、
銀
河
華
都
娯
楽
場
が

サ
ン
ズ
の
目
と
鼻
の
先
に
開
業
。
ウ
ィ
ン
・

リ
ゾ
ー
ト
は
、
Ｓ
Ｊ
Ｍ
の
牙
城
で
あ
る
リ
ス

ボ
ア
・
ホ
テ
ル
横
に
、
カ
ジ
ノ
・
ホ
テ
ル
を

２
０
０
６
年
に
完
成
さ
せ
る
。
ま
た
、
サ
ン

ズ
、銀
河
と
も
、別
の
リ
ゾ
ー
ト
型
カ
ジ
ノ・

ホ
テ
ル
を
タ
イ
パ
島
と
コ
ロ
ア
ン
島
の
間
の

埋
め
立
て
地
に
建
設
予
定
。
さ
ら
に
今
年

７
月
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
大
手
の
Ｍ
Ｇ
Ｍ
ミ
ラ
ー

ジ
ュ
も
、
Ｓ
Ｊ
Ｍ
と
共
同
出
資
で
、
リ
ゾ
ー

ト
型
カ
ジ
ノ
・
ホ
テ
ル
を
２
０
０
６
年
を
め

ど
に
開
業
さ
せ
る
と
発
表
。
世
界
最
大
の
カ

ジ
ノ
を
擁
す
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ラ

ウ
ン
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
も
進
出
を

決
め
、詳
細
の
詰
め
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
手
カ
ジ
ノ
の
進
出
が
相

次
ぎ
、
そ
の
勢
力
図
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
家
族
で
滞
在
で
き
る
リ
ゾ
ー

ト
と
一
体
化
し
た
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
式
の
巨
大

な
カ
ジ
ノ
が
主
流
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
マ
ス
コ
ミ
に
「
何
が
来
よ
う
と
迎
え
撃

つ
」
と
豪
語
し
て
い
た
何
鴻

氏
も
、
サ
ン

ズ
開
業
の
翌
月
、
Ｓ
Ｊ
Ｍ
傘
下
カ
ジ
ノ
の
営

業
額
が
昨
年
同
期
比
で
15
％
も
落
ち
込
ん

だ
こ
と
を
認
め
た
。
Ｍ
Ｇ
Ｍ
と
の
協
力
は
生

き
残
り
を
か
け
た
方
策
の
一
つ
な
の
だ
。

「
カ
ジ
ノ
」と「
賭
博
場
」

　

あ
る
日
の
午
後
、
マ
カ
オ
で
初
の
ラ
ス
ベ

ガ
ス
式
カ
ジ
ノ
と
な
っ
た
サ
ン
ズ
・
マ
カ
オ

を
訪
れ
た
。
１
階
入
口
で
所
持
品
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
。
係
員
は
礼
節
を
わ
き
ま
え
て
お

り
、
気
持
ち
が
い
い
ほ
ど
だ
。
長
い
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
カ
ジ
ノ
フ
ロ
ア
に
た
ど

り
つ
く
と
、
３
階
分
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
吹

き
抜
け
の
空
間
が
広
が
っ
た
。
レ
ー
ダ
ー
の

よ
う
に
に
ょ
き
に
ょ
き
と
突
き
出
て
、
ゲ
ー

ム
台
や
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
を
照
ら
す
照
明
、

ス
ポ
ー
ツ
番
組
が
特
大
モ
ニ
タ
ー
で
見
ら
れ

る
巨
大
な
カ
ウ
ン
タ
ー
・
バ
ー
。
従
来
の
マ

カ
オ
の
カ
ジ
ノ
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　
「
サ
ン
ズ
は
『
カ
ジ
ノ
』。
ラ
ス
ベ
ガ
ス

タ
イ
プ
の
巨
大
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
。
従
来
の
マ
カ
オ
の
は
、『
賭
博
場
』

の
印
象
」
と
、
マ
カ
オ
生
ま
れ
の
男
性
実
業

家
は
言
っ
た
も
の
だ
。「
サ
ン
ズ
は
い
か
が

わ
し
さ
が
な
い
。
バ
ー
で
ビ
ー
ル
で
も
飲
ん

で
、
少
し
賭
け
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
」。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
大
陸
か
ら
ら
し
い
中
国

人
観
光
客
が
目
立
つ
。
サ
ン
ズ
入
口
前
の
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
は
、
中
国
人
で
長
蛇
の
列
。

タ
ク
シ
ー
は
、
こ
こ
に
来
れ
ば
「
拾
い
ぱ
っ

ぐ
れ
」
が
な
い
。
行
き
先
を
隣
の
マ
ン
ダ
リ

ン
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
と
伝
え
て
い
る
の
に
、

サ
ン
ズ
に
直
行
し
た
い
ば
か
り
に
、
マ
ン
ダ

リ
ン
の
車
寄
せ
の
手
前
で
わ
た
し
を
下
ろ
し

た
不
届
き
な
運
転
手
も
い
た
。

　

中
国
政
府
は
２
０
０
３
年
７
月
か
ら
、
広

東
省
を
皮
切
り
に
、
香
港
、
マ
カ
オ
へ
の
個

人
旅
行
解
禁
を
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中

国
人
観
光
客
が
マ
カ
オ
に
も
な
だ
れ
込
み
、

カ
ジ
ノ
、
ホ
テ
ル
、
小
売
業
が
大
き
な
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。

　

マ
カ
オ
政
府
旅
遊
局
に
よ
れ
ば
、
中
国

大
陸
か
ら
の
入
境
者
は
、
２
０
０
２
年
に

４
２
４
万
人
と
前
年
比
40
％
増
。
２
０
０
３

年
も
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
襲
来
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
年

比
35
％
ア
ッ
プ
の
５
７
４
万
人
を
記
録
し
、

つ
い
に
従
来
ト
ッ
プ
だ
っ
た
香
港
を
抜
い

た
。
中
国
人
観
光
客
の
マ
カ
オ
滞
在
中
１
日

あ
た
り
消
費
額
が
、
平
均
を
８
０
０
パ
タ
カ

近
く
上
回
る
２
０
７
３
パ
タ
カ
と
い
う
統
計

も
あ
る
。中
国
人
観
光
客
は
、マ
カ
オ
に
と
っ

て
最
高
の
「
お
客
さ
ま
」
な
の
で
あ
る
。

　

い
ま
、
マ
カ
オ
の
観
光
名
所
へ
行
け
ば
、

中
国
人
観
光
客
に
会
わ
な
い
こ
と
は
な
い
。

観
光
バ
ス
で
乗
り
付
け
、
カ
メ
ラ
片
手
に
列

を
な
し
て
に
ぎ
や
か
に
歩
く
人
々
。
安
穏
と

し
た
マ
カ
オ
を
愛
す
る
身
と
し
て
は
、
複
雑

な
気
分
だ
。
日
本
の
経
済
が
飛
躍
し
た
60

〜
70
年
代
、
マ
カ
オ
に
来
た
日
本
人
観
光

客
も
こ
う
だ
っ
た
ろ
う
か
と
ふ
と
考
え
る
。

　

火
曜
の
夜
、
ド
ッ
グ
レ
ー
ス
場
を
訪
れ
て

驚
い
た
。「
犬
券
」
を
握
り
し
め
、
レ
ー
ス

結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
中
国
人
観
光
客
で
、

レ
ー
ス
場
は
異
様
な
ほ
ど
の
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
た
の
だ
。
ド
ッ
グ
レ
ー
ス
場
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
沸
い
た
こ
と
が
か
つ
て
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
開
催
日
が
１
日
増
え
て
、
週
５
日

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
急
増
す
る
中
国
人
観

光
客
に
対
応
し
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。

年
比
15
・
６
％
増
と
い
う
驚
異
的
な
成
長

を
記
録
し
た
。
新
規
参
入
の
カ
ジ
ノ
に
よ

る
直
接
投
資
が
大
き
い
と
は
い
え
、
マ
カ

オ
経
済
に
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
は
明

ら
か
。
カ
ジ
ノ
以
外
で
も
、
３
本
目
の
マ

カ
オ̶

タ
イ
パ
大
橋
や
来
年
の
東
ア
ジ
ア

運
動
会
用
の
競
技
場
の
建
設
な
ど
、
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
。
余
分
な
サ
ー
ビ

ス
を
排
し
て
低
料
金
で
運
航
す
る
、
エ
ア
・

ア
ジ
ア
の
バ
ン
コ
ク
便
就
航
も
話
題
だ
。

　

し
か
し
、
非
合
法
労
働
者
の
増
加
、
ホ
テ

ル
の
宿
泊
料
上
昇
な
ど
、
急
激
な
変
化
に
よ

る
、
弊
害
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
好
景
気
さ

な
か
の
今
年
７
月
、
何
厚

・
長
官
は
「
食

欲
に
ま
か
せ
た
の
で
は
胃
（
マ
カ
オ
）
が
パ

ン
ク
す
る
。
急
激
な
発
展
で
、
マ
カ
オ
市
民

の
生
活
が
悪
影
響
を
受
け
、
観
光
客
が
疲

れ
る
街
に
な
る
の
で
は
本
末
転
倒
。
許
容
量

を
わ
き
ま
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

マ
カ
オ
料
理
の
履
歴

　
マ
カ
オ
観
光
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
は
は
ず

せ
な
い
。だ
が
、ポ
ル
ト
ガ
ル
統
治
が
終
わ
っ

た
の
に
、
正
統
派
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
な
ど
あ

る
の
か̶

̶

も
っ
と
も
な
疑
問
で
あ
る
。

　

確
か
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
減
っ
た
。だ
が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
経
営
の
店
は
い
ま
だ
多
い
。

サンズ・マカオ

▲ルイ・ヴィトン・ストア
友誼大馬路 956-1110 号澳門文華酒店地舗
▼大陸中国人客で大盛況のドッグレース場

高
級
ブ
ラ
ン
ド
店
の
成
功

　
マ
カ
オ
滞
在
中
、「
マ
ン
ダ
リ
ン
の
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
の
ス
ト
ア
は
、
面
積
あ
た
り
売
り

上
げ
が
同
社
中
世
界
一
」
と
の
噂
を
耳
に
し

た
。
こ
れ
も
も
し
や
、
中
国
人
観
光
客
に
関

係
が
あ
る
の
か
。

　

シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ア
ン
デ
ィ
・
ホ

ウ
氏
は
、
噂
を
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と

し
な
が
ら
も
、「
成
績
は
上
々
」
と
話
す
。

こ
の
ヴ
ィ
ト
ン
は
、
マ
カ
オ
初
の
支
店
と
し

て
２
０
０
２
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
。
売
れ
行

き
は
絶
好
調
で
、
２
０
０
３
年
の
売
り
上
げ

は
当
初
予
想
の
３
倍
に
も
達
し
た
と
い
う
。

一
人
あ
た
り
の
平
均
購
入
額
は
６
０
０
０
パ

タ
カ
。
10
万
パ
タ
カ
代
の
品
物
を
、
ぽ
ん
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
買
う
客
も
珍
し
く
な
い
。　

　

ヴ
ィ
ト
ン
の
成
功
を
見
て
な
の
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
マ
ン
ダ
リ
ン
・
オ
リ
エ

ン
タ
ル
で
も
、
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
入
居
の

た
め
の
ア
ー
ケ
ー
ド
拡
張
工
事
の
真
っ
最
中

だ
。
フ
ェ
ラ
ガ
モ
、デ
ィ
オ
ー
ル
、ア
ル
マ
ー

ニ
、
エ
ル
メ
ス
、
プ
ラ
ダ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

店
が
、
今
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
続
々

と
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

さ
き
ご
ろ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
３

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
６
３
３・７
億
パ
タ
カ
と
前
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ミ
リ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
と
ど
め
を
さ
す
。
そ

の
造
り
に
風
格
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

タ
ッ
フ
の
着
か
ず
離
れ
ず
の
サ
ー
ビ
ス
も
心

地
よ
く
、
格
式
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

2
年
前
、
シ
ェ
フ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
交

代
し
た
が
、
そ
の
腕
が
確
か
な
の
は
、
い
ま

で
も
常
連
客
の
多
く
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

　

給
仕
長
の
ジ
ョ
リ
ー
ト
・
ル
イ
ズ
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
同
士
が
集
ま
る

デ
ィ
ナ
ー
は
、
フ
ル
コ
ー
ス
の
後
に
、
ポ
ル

ト
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
食
事
の
余
韻
を
楽
し
む
と
い
う
。
ク
ラ
ブ

で
は
葉
巻
き
も
置
く
の
で
、
食
後
に
く
ゆ
ら

せ
る
人
も
。
た
っ
ぷ
り
３
〜
４
時
間
。
そ
れ

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
タ
イ
ル
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
マ
カ
オ
に
は
、
マ
カ
オ
料
理

と
も
呼
ぶ
べ
き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
を
ベ
ー

ス
に
し
た
折
衷
料
理
が
あ
る
。
４
０
０
年
を

超
え
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
統
治
下
で
、
世
界
の
植

民
地
の
料
理
法
を
取
り
入
れ
て
で
き
あ
が
っ

た
も
の
だ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
な
じ
み
の
な

い
も
の
が
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
び
っ

■永利置業
亜美打利庇盧大馬路 113-119 号

アフリカンチキン（85パタカ）
■ヘンリーズ・ギャリー／美心亨利餐廳
西湾民国大馬路 4号G-H地下　
電話：+853 556251

▲杏仁餅は、材料を木型で整え、
平ざるに並べて炭火であぶる
▼セラジューラ。左がオリジナル、
右はブルーベリー味

く
り
の
旨
さ
な
の
で
、
試
し
て
損
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
ン
チ
キ
ン
。
創
業

以
来
28
年
間
、
こ
の
代
表
的
マ
カ
オ
料
理
を

看
板
に
し
て
き
た
ヘ
ン
リ
ー
ズ
・
ギ
ャ
リ
ー

の
２
代
目
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
フ
ォ
ン
さ
ん
に

由
来
を
聞
い
た
。

　
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ

南
部
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
料
理
が
伝
わ
っ
た

の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
は
、
鶏
肉

を
焼
い
た
よ
う
で
す
が
、
当
店
の
よ
う
に
煮

て
出
す
場
合
も
多
い
。
ス
パ
イ
ス
の
調
合
は

各
店
各
様
で
す
」。

　

フ
ォ
ン
さ
ん
の
父
親
が
、
ア
ジ
ア
人
の
舌

に
合
う
調
理
法
を
と
考
え
出
し
た
の
が
、
こ

の
店
の
ア
フ
リ
カ
ン
チ
キ
ン
だ
。ニ
ン
ニ
ク
、

パ
プ
リ
カ
、
五
香
粉
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
な
ど

を
合
わ
せ
た
ソ
ー
ス
に
一
晩
漬
け
込
む
。
こ

れ
を
、
チ
キ
ン
ス
ー
プ
を
ベ
ー
ス
に
コ
コ

ナ
ッ
ツ
、
わ
け
ぎ
、
と
う
が
ら
し
、
ピ
ー
ナ

ツ
バ
タ
ー
な
ど
を
加
え
た
ソ
ー
ス
で
煮
る
。

ス
パ
イ
シ
ー
な
ソ
ー
ス
と
軟
ら
か
い
鶏
肉
の

取
り
合
わ
せ
が
妙
。
冷
え
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

ビ
ー
ル
、
ス
ー
パ
ー
・
ボ
ッ
ク
が
よ
く
合
う
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
甘
い
残
り
香

　

数
年
前
に
人
気
が
沸
騰
し
、
日
本
に
も

進
出
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
エ
ッ
グ
タ
ル
ト

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
去
っ
た
後
の
甘
い
残

り
香
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
い
ま
も
、
エ
ッ
グ

タ
ル
ト
の
名
店
は
健
在
で
、
街
な
か
の
軽
食

堂
に
も
あ
る
の
で
、容
易
に
見
つ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
菓
子
の
ほ
か
の
選
択

肢
と
し
て
、セ
ラ
ジ
ュ
ー
ラ
が
あ
る
。ク
リ
ー

ム
と
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
の
濃
厚
な
ム
ー
ス

に
、
細
か
く
砕
い
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
挟
ん
だ

り
、
の
せ
る
な
ど
し
て
、
冷
や
し
た
も
の

だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
な
じ
み
の
デ
ザ
ー
ト

だ
が
、
最
近
は
専
門
店
も
で
き
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ
な

ど
に
変
え
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
国
風
菓
子
で
は
、
杏
仁
餅
が
有
名
。

砕
い
た
ア
ー
モ
ン
ド
を
型
に
入
れ
、
炭
火
で

焼
い
た
も
の
で
、
甘
く
香
ば
し
い
。
タ
イ
パ

島
の
官
也
街
に
老
舗
が
集
中
し
て
い
る
。　

　

左
党
に
喜
ば
れ
る
甘
い
も
の
と
し
て
、
ポ

ル
ト
酒
を
勧
め
た
い
。
無
数
に
あ
る
赤
や
白

の
ワ
イ
ン
は
あ
た
り
は
ず
れ
が
あ
る
が
、
ビ

ン
テ
ー
ジ
入
り
の
ポ
ル
ト
酒
な
ら
無
難
か
そ

れ
以
上
の
質
を
期
待
で
き
る
。
甘
い
と
い
っ

て
も
、
数
年
か
ら
数
十
年
（
と
き
に
１
０
０

年
以
上
）か
け
て
醸
し
出
さ
れ
る
ブ
ー
ケ
は
、

筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
。

　

良
質
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
作
柄
の
よ
い

年
に
そ
の
年
の
ぶ
ど
う
だ
け
で
作
る
年
号

豚ひざ肉のグリル（90パタカ）、スズキのグリル（90
パタカ）とマッシュルームスープ（30パタカ）。スープに
はソーセージとコリアンダーが入っている
■マカオ・ミリタリークラブ／澳門陸軍倶楽部
南湾大馬路 975号　電話：+853 714000

ミリタリークラブのランチには、ポルトガル人が集う

入
り
の
も
の
。
樽
の
中
で
10
〜
20
年
寝
か
せ

て
か
ら
瓶
詰
め
さ
れ
た
ト
ー
ニ
ー
（
Ｔ
ａ
ｗ

ｎ
ｙ
）、
単
一
収
穫
年
の
ぶ
ど
う
だ
け
で
造

り
、
樽
の
中
で
少
な
く
と
も
７
回
の
冬
を
越

し
て
瓶
詰
め
し
た
コ
レ
イ
タ
（
Ｃ
ｏ
ｌ
ｈ
ｅ

ｉ
ｔ
ａ
）
は
、
と
く
に
優
良
。
50
〜
60
年
代

の
年
号
入
り
で
も
、
１
０
０
０
パ
タ
カ
台
。

　

セ
ナ
ド
広
場
は
す
向
か
い
の
永
利
置
業

は
、
優
秀
な
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
、
ク
ロ
ー

ン
（
Ｋ
ｒ
ｏ
ｈ
ｎ
）
の
年
代
も
の
を
豊
富
に

置
く
。
南
湾
大
馬
路
の
パ
ビ
リ
オ
ン
・
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ポ
ル
ト
酒
を
含
む
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
産
ワ
イ
ン
を
幅
広
く
そ
ろ
え
る
。

自
分
の
誕
生
年
の
ボ
ト
ル
を
探
し
て
み
る
の

も
お
も
し
ろ
い
。

ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
シ
ェ
フ
が
い
な
く

な
っ
て
も
、
技
術
を
伝
授
さ
れ
た
者
が
残
っ

て
い
る
。
マ
カ
オ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
を
楽

し
ま
な
い
手
は
な
い̶

̶

こ
の
「
黄
金
律
」

は
私
の
中
で
は
変
わ
ら
な
い
。

　

イ
ワ
シ
の
グ
リ
ル
、
干
し
ダ
ラ
の
コ
ロ
ッ

ケ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
肉
と
野
菜
の
煮
込
み
、

牛
ハ
チ
ノ
ス
と
豆
の
煮
込
み
、
ア
サ
リ
と
豚

肉
の
炒
め
煮
、
海
鮮
入
り
雑
炊
…
…
。
ス

ペ
イ
ン
料
理
に
も
似
て
素
朴
で
、
み
な
素
直

に
旨
い
。
い
ろ
い
ろ
試
し
た
く
な
る
が
、
主

菜
は
サ
イ
ズ
が
大
き
い
の
で
取
り
過
ぎ
に
注

意
。
辛
党
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
ワ
イ
ン
も
ぜ
ひ
。

ボ
ト
ル
１
０
０
パ
タ
カ
程
度
の
も
の
で
も
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
雰
囲
気
に
浸
り
な
が
ら
、

優
雅
に
食
事
を
と
い
う
こ
と
な
ら
、マ
カ
オ・


